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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１８年５月９日の決算発表時に公表した平成１９年３月期（平

成１８年４月１日 ～ 平成１９年３月３１日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお

知らせいたします。 

 

記 

１．平成 19 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月 1 日～平成 18 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 6,331   331   192   

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 6,214   422   233   

増  減  額          （Ｂ－Ａ） Δ  116   90   41   

増 減 率            （％） Δ    1.8 27.2 21.6 

（ご参考）前期（平成 18 年 3 月期中間期）実績 6,397   448   101   

 

 

２．平成 19 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 12,831   889   536   

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 12,643   998   562   

増  減  額          （Ｂ－Ａ） Δ  188   109   26   

増 減 率            （％） Δ    1.5 12.3 4.9 

（ご参考）前期（平成 18 年 3 月期）実績 12,289   896   339   

  （ご参考）１株当たり予想当期純利益（通期） ８０円８０銭 



３．修正の理由 

 

（中間期） 

 継続的な住宅の洋風化、同業者間の熾烈な価格競争等により、Ｊ形瓦の需要が減少傾向にあること

が主要因となり、売上高は当初予想を下回る見込みでありますが、以前からのコストアップに対応し

た販売価格の改定・製造原価（燃料費の価格差異・Ｆ形瓦を中心とした生産稼働率アップ）の低減等

により、売上総利益率の水準が向上しております。これにより、売上高が減少する見込みであるにも

かかわらず売上総利益額が当初予想を上回り、販売費及び一般管理費等の増加を吸収し、経常利益、

中間純利益とも当初の業績予想を上回る見込みであります。 

 

（通期） 

 通期の売上高におきましては、Ｊ形瓦の需要減少が継続すると予想されると共に、Ｆ形瓦の増産を

目的とした阿久比工場第３ライン（Ｆ形桟瓦専焼ライン）の完成が当初計画時期よりずれ込んだため、

当初の売上高予想に対し、下方修正することとしました。 

 利益面におきましては、経常利益・当期純利益は中間期と比較し、販売価格のさらなる競争激化・

燃料価格等の変動が予測され、中間期と同水準の売上総利益率の確保が難しく、伸び率は鈍化をする

ものと見込み、修正することとしました。 

 

 

以  上 


